
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成 22 年 5 月 14 日現在

研究成果の概要（和文）：

日本の漢文訓読の研究は目覚しい成果をあげ，日本語史の研究に多大な貢献をしたばかりで

なく，漢文訓読が日本の知識文化の形成に深く関与したことを解明しつつある。本研究課題の

代表者は，日本書紀中の中国口語起源漢語の箇所の訓点資料を具体的に調査して，研究成果の

一として此の問題に正面から取り組んだ始めての単行研究書『日本書紀における中国口語起源

二字漢語の訓読』を刊行し得た。また，初唐末に翻訳が成立して間もなく日本に将来され大き

な影響を与えた金光明最勝王経の平安初期訓点資料を調査して,この問題に関する考察を行い

専門学会である訓点語学会で研究発表した。これらを通して,日本の漢文訓読という学習形態の

特徴を解明した。

研究成果の概要（英文）：

The study of Xundu-reading in Japan has developed so much as devoting to a study not

only on Japanese language but also on Japanese intelligent culture. The author has started

up a study on readings added to colloquial words in Nihonshoki and published the

epoch-making work “A study on readings added to bisyllabic colloquial words in

Nihonshoki”. And the author has studied on readings added to colloquial words in Chin

Kuang Ming Tsui Sheng Wang Ching in which was translated into Chinese at the end of 7th

century and influenced on Japan so much, and read a paper at the 101th meetig of the

Kuntengogakkai. Through above mentioned works the author has made clear a

characteristic of study method of Xundu-reading.
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１．研究開始当初の背景

古典漢文（文語）の訓点資料の研究が第二

次大戦後目覚しい成果をあげていることに

比して，著しく研究が立ち遅れている中国口

語的表現を含む漢文の訓点資料を調査して

実証的に研究することが，本研究の目的であ

る。この学術的背景の中で，本研究課題の代

表者は，日本書紀中の中国口語起源漢語の箇

所の訓点資料を具体的に調査して解明する

研究に着手し，国内の訓点語学会や国際アジ

ア北アフリカ研究会議・中国日本語教育研究

会などの国際会議に於て研究発表を重ねて

来た。

２．研究の目的

日本の漢文訓読の研究は目覚しい成果をあ

げ，日本語史の研究に多大な貢献をしたばか

りでなく，漢文訓読が日本の知識文化の形成

に深く関与したことを解明しつつある。ただ

しそれは，古典漢文（文語）資料を中心とし

た作業であって，中国口語表現を含む漢文の

訓読の研究は甚だ少い。この学術的背景の中

で，本研究課題の代表者は日本書紀中の中国

口語起源漢語の箇所の訓点資料を具体的に調

査して解明する研究に着手し，国内の訓点語

学会や国際アジア北アフリカ研究会議・中国

日本語教育研究会などの国際会議に於て研究

発表を重ねて来た。一方で,中国口語の認定自

体に中国語研究者による見解の相違も存在す

るので,専門家との協議も重ねる。これらを通

して,日本の漢文訓読という学習形態の特徴

を解明する。

３．研究の方法

(1)日本書紀中の中国口語起源漢語の箇所の

訓点資料調査。

この問題に正面から取り組んだ始めての単行

研究書『日本書紀における中国口語起源二字

漢語の訓読』を研究成果の一として刊行し,

引き続き関連調査を行う。

(2)金光明最勝王経中の中国口語表現的箇所

の訓点調査。

初唐末に翻訳が成立して間もなく日本に将来

され大きな影響を与えた金光明最勝王経訓点

資料を,春日政治『西大寺本金光明最勝王経古

点の国語学的研究』（春日政治著作集所収本

）を主として調査する。

(3)中国口語の認定に関して国内外の中国語

研究者と協議する。

研究成果を国際会議及び訓点語学会などの国



内の学会に於て積極的に研究発表を行い，専

門家と協議する。

４．研究成果

(1)日本書紀中の中国口語起源漢語の箇所の

訓点資料を具体的に調査して，国内の訓点語

学会や国際会議に於て研究発表を重ね，この

問題に正面から取り組んだ始めての単行研

究書『日本書紀における中国口語起源二字漢

語の訓読』を刊行した（北海道大学図書刊行

会，平成 21年 3月）。

(2)初唐末に翻訳が成立して間もなく日本に

将来され大きな影響を与えた金光明最勝王

経の平安初期訓点資料を調査して,この問題

に関する考察行い、訓点語学会において研究

成果を発表した。（第 101 回訓点語学会，平

成 21年 10 月）。

(3)一方で,中国口語の認定自体に中国語研

究者による見解の相違も存在するので,国際

ワークショプにおいて研究発表して国内外

の専門家との協議を行った（「日本語教育・

日本学研究国際シンボジウム」中国広州，

2008 年 12 月，国際ワークショップ「漢字情

報と漢文訓読」北海道大学，2009 年 8月，「中

国第5回全国大学日本語教学研究国際シンボ

ジウム」中国上海，2009 年 12 月）

これらを通して,日本の漢文訓読という学習

形態の特徴を解明した。
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